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人のうごき（１月31日現在）

総人口

　9,910人　男 4,763人／女 5,147人

前月比

　－35人　　　　　男 －18／女 －１7

　○出生　　5人	 　○死亡　　16人
　○転入　　9人	 　○転出　　33人

総世帯数

　４，４21世帯　　前月比　－13

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

　今月の表紙は、地域の安全
を守る消防団の方たちです。
特集では、消防団の活動内容
や、団員のインタビューなど
を掲載しています。少しでも
興味を持ってもらえると嬉し
いです。快く取材にご協力い
ただいた消防団のみなさん、
ありがとうございました。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）

instagram
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©2024 石森プロ・テレビ朝日・ADK EM・東映

主催／甲佐町観光協会　☎096-234-1154
後援／甲佐町　甲佐町教育委員会　甲佐町商工会　国土交通省河川国道事務所　熊本日日新聞社　I・YOUスポーツクラブ
協力／熊本ルネサンスフットボールクラブ　熊本県立甲佐高等学校　甲佐町スポーツ推進委員会　甲佐町ソフトテニス協会

※詳しくは裏面をご覧ください※詳しくは裏面をご覧ください
熊本ルネサンス
フットボールクラブ
熊本ルネサンス
フットボールクラブ

令和7年
3月23日日
１０：００～15：3０
熊本甲佐総合運動公園

「緑川リバーサイドパーク」子どもから大人まで
どんどんチャレンジ！
子どもから大人まで
どんどんチャレンジ！

10：00～15：30
約20店舗のグルメや
雑貨が会場に大集合！

ステージイベント
10：00
10：30
11：00

13：00
14：00

15：00

龍神太鼓（オープニングアクト）
甲佐中学校吹奏楽部
仮面ライダーガヴショー（1回目）
※ショー終了後握手会を開催します

にら飛ばし大会
仮面ライダーガヴショー（2回目）
※ショー終了後握手会を開催します

抽選会・もちなげ

最新情報は
コチラから
チェック！

甲佐町HP

in こうさ2025

裏面も
要チェック！
裏面も
要チェック！

ペタンク

パルクール鬼ごっこ

巨大ダルマ落とし

ボルダリング

モルック

ストラックアウト

ストライダー ディスクゴルフ キックターゲット

令和7年3月23日（日）令和7年3月23日（日）
①11：00
②14：00
①11：00
②14：00

時　間時　間

メインステージメインステージ場　所場　所

観覧
無料

グルメゾーン

司会：樫山 結さん

特別講師

500円
フリーパス

（当日現金のみの
取り扱い）

フリーパス購入で
甲佐町オリジナル
保冷バッグプレゼント！

お問い合わせ先
甲佐町観光協会（甲佐町地域振興課内）
☎ 096-234-1154

その他詳細はこちらから▶
（甲佐町公式ウェブサイト）
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▲甲佐町のブースで特産品を買い求める来場者

　1月28日（火）、熊本県農業コンクール大会表彰式
が行われ、農事組合法人津志田（溜渕清裕代表）が地
域貢献賞を受賞されました。同大会は地域の農業振興
に貢献された個人や団体を称えるもので、同法人は後
継者不足や耕作放棄地の増加といった地域課題から農
地を守るために法人を設立し、作業効率化に努めたこ
となどが評価され、今回の受賞となりました。

農業振興貢献を称えて
熊本県農業コンクール大会で地域貢献賞を受賞

　１月18日（土）、19日（日）、福岡県の博多エキナカ・
マイング広場で、鹿児島＆熊本ローカルブランドマル
シェ～薩摩のさつま＆こうさんもん～が開催されました。

「こうさんもん」などの町の特産品を県外に PR するこ
とを目的に、本町とさつま町が共催。連日多くの買物客
で賑わい、来場者からは「甲佐町を初めて知った。魅力
的な商品を知ることができた」などの感想がありました。

博多駅で町の特産品を PR
甲佐町とさつま町が共同マルシェを開催

こうさ の 話題

▲地域貢献賞を受賞した農事組合法人津志田代表の溜渕さん

▲山浦代表取締役（右）に感謝状を手渡す甲斐高士町長

　１月22日（水）、町本庁舎で、本町へ寄附いただいた
株式会社グッドバイバイ（熊本市・山浦章太代表取締
役）に感謝状が贈られました。同社からの寄附は昨年度
に続き２回目。寄附金は、安定した「しごと」を創出す
る基盤づくりや関係人口の創出と定住促進などを基本
目標とする「甲佐町まち・ひと・しごと創生推進計画」
に基づく事業のために活用します。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

▲甲佐町の出展ブースを観覧する来場者

　２月20日（木）、21日（金）、益城町のグランメッセ
熊本で「くまもと産業復興エキスポ」が開催されました。
同イベントは半導体やものづくり関連の会社など、企業
進出により活気づく熊本県の姿を発信することを目的
に開催。団体ごとに設けられたブースで、本町では企業
進出に向けた PR、観光、移住定住情報などの提供を行
い、多数の来場者に町の魅力を発信しました。

町の魅力を国内外に伝える
くまもと産業復興エキスポ2025
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こうさの旬な情報を発信！

　1月19日（日）、甲佐小学校多目的ホールで「令和
6年度甲佐町 PTA 連絡協議会・ライオンズクラブ国
際協会337Ｅ地区クエスト・甲佐町青少年健全育成町
民会議合同講演会」が開催されました。
　同講演会は、町 PTA と同会議会員が、子どもや青
少年の健全育成のための理解を深め、よりよい活動を
促進していくことを目的として開催され、関係者６７
人が参加しました。
　同講演会ではライオンズクエストプログラム認定講
師の篠田康人さんが「ワクワク元気！子どもを育む魔
法のヒント」～ほっとする日曜日の朝をすごしません
か？～という演題で、子どもとのコミュニケーション
のとり方や関わり方について講演。
　参加者からは「何気ない一言や話し方、話す順番の
大切さを改めて実感しました」、「自分の言動を振り返
ることができてよかった。学んだことをこれから活か
していきたい」などの感想がありました。

子どもとのかかわり方を学ぶ
合同講演会を開催

▲菰田県道路都市局長（左）に要望書を手渡す甲斐高士会長

　1月30日（木）、県庁で小川御船間道路整備促進期成
会（甲斐高士会長）が要望活動を行いました。同会は、
甲佐町・宇城市・御船町の沿線3自治体で構成。宇城市
から御船町をつなぐ同区間は、通勤通学や物流において
重要な路線ながら未整備区間も多いため、同期成会は早
急な整備を要望。甲佐町からは、田口橋の新規歩道橋設
置を要望しました。

重要路線の早期整備を要望
小川御船間道路整備促進期成会が要望活動

▲サンショウの植え付けについての説明を受ける希望者

　2月4日（火）、宮内地区社会教育センターで宮内地
区山椒生産組合（田上菊夫組合長）がサンショウ苗木
の配布会を行いました。当日は植え付けの説明会も実
施され、町内から希望者19人の農家に合計650本の
苗木が配布されました。このサンショウ苗木は今後、
町内各地で植え付けされ、3年後の収穫を予定してい
ます。

生薬生産で産業振興を目指す
宮内地区山椒生産組合が苗木を配布

▲（写真上）子どもとのかかわり方について話す講師の篠田さん
　  （写真下）コミュニケーションスキルを実践する参加者たち
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　４月４日は甲佐町フィットネスセ
ンターの創立記念日です。町民の皆
さまが施設を無料でご利用いただけ
るよう、4月1日から6日までの1週
間、施設を無料開放いたします。

（※お一人様
1回限り）
常 時、 健 康
運 動 指 導 士
ま た は 実 践
指 導 者 が 勤
務しており、
個 別 で の 運
動 指 導 は も
ち ろ ん、 リ

ハビリ目的でのご利用も可能です。
さらに、教室プログラムは午前・午
後・夜間に実施しており、無料開放
期間中もご参加いただけます。なお、
４月４日 ( 金 ) にご利用いただいた
方には陽気カードポイントを5ポイ
ント付与いたします。
　皆さまのご利用をお待ちしており
ます。
●無料開放期間
　４月１日（火）～6日（日）
※教室プログラムの内容と時間帯に
　つきましては、お問い合わせくだ
　さい。

Health
白石 恵介 さん

（主任介護支援専門員）健康だより
はつらつリハビリ教室を利用してみませんか？

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●予約・お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲町フィットネスセンターを利用して健康な
　体を目指しましょう

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
日頃の感謝を込めて、甲佐町フィットネス
センター無料開放ウィーク！

今月の紹介者

　最近、腰や膝の痛みが出てきた、普通に歩いているつ
もりなのにつまづくようになった、こけそうな気がして
階段の昇り降りを控えているなど生活の中で「あれっ ?」
と思う体の変化はありませんか ? 痛みが出ることや身体
が動かしにくい、力が弱くなったなどは年齢を重ねると
多くの方が感じる症状です。このようなことが思い当た
る方は「はつらつリハビリ教室」に参加して、日ごろの
疑問や悩みを解決しませんか ? はつらつリハビリ教室で
は自分の体のことを知ることで病気の予防やもの忘れ防
止、動作が楽になるなどの方法をわかりやすく知ること
が出来ます。

●はつらつリハビリ教室に参加して悩みを解決
　「はつらつリハビリ教室」に参加することで、どうして
運動や体操が大切なのかがわかります。なぜなら、参加
者全員で一緒に自宅で出来る運動や体操を専門職の方か
ら教えてもらえるからです。体の動かし方や痛みの減ら
し方などの知識を学ぶことで、その運動や体操を普段の
生活で行うきっかけになります。そうすると、自然と体
に負担の少ない動きや痛みなどの悩みが解決出来るよう
になります。家でする運動や体操がわからない、続かな
いという人にも「はつらつリハビリ教室」はおすすめです。

●はつらつリハビリ教室とは
　甲佐町役場のホールで週1回2時間程度の椅子に座って
出来る運動や体操をしております。車の無料送迎をして
おりますので役場までの交通手段がない人でも参加でき
ます。
▶開催日時・会場
　毎週水曜日　午前９時30分～午前11時30分
　（利用開始から全16回で終了）
　会場：町生涯学習センター・ホール
▶対象者
・介護保険認定で「要支援1」または「要支援2」の認定
　を受けており、他のデイケアやデイサービスなどの通
　所型サービスを利用していない人
・町が行う基本チェックリストにおいて、運動器機能低
　下などの該当があった人
▶内容
　リハビリテーションの専門職が行う機能向上プログラ
　ム（運動機能向上・口腔機能向上・栄養改善など）
▶費用
　１回３００円
　※希望する人は送迎も可能です（無料）

●お問い合わせ先
　町福祉課　地域包括支援係
　☎096-234-1114
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月　日 当番医 電話番号

３月２日 谷 田 病 院 096-234-1248

３月９日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

３月16日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

３月23日 谷 田 病 院 096-234-1248

３月30日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

本田 幸
こ う
凰 ちゃん（4カ月）

　父・博 さん　
　母・ 絵莉加さん　（芝原区）

　にぃに！ねぇね！いつも遊んでくれ
　てありがとう♡

　 ４か月児健診

　　３月19日（水）　午前９時

　　４月24日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　３月19日（水）　午前10時

　　４月24日（木）　午前9時30分

　 11か月児健診

　４月24日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　3月11日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　４月25日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　3月11日（火）　午後１時10分

3月・4月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　３月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

3日（月） 　身体測定 (身長・体重 )
5日（水） 　パズル遊び
7日（金） 　電車ごっこ
10日（月） 　親子で読書
12日（水） 　お散歩
14日（金） 　おやつ作り（要予約）
17日（月） 　ボール遊び
19日（水） 　製作
21日（金） 　砂場遊び
24日（月） 　園庭遊び
26日（水） 　手形・足形
28日（金） 　ブロック遊び（閉所日）

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

中村 優
ゆう

 ちゃん（4カ月）
　父・透悟 さん　
　母・ 祐加子さん　（芝原区）

　ナイススマイル！！！！これからも
　元気に成長してね♡

※健診などの日時は変更となる場合があります。対象の方に
　個別にお送りする通知を必ずご確認ください。
※令和７年度から１歳教室は11か月児健診に変更になります。
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情報に覆われた現代社会に疑問を抱いた
著者は、地図を持たずに日高の山に挑む。
だが、百戦錬磨の探検家を待ち受けてい
たのは、想像を超える恐るべき混沌だっ
た…。著者の世界観に引き込まれる冒険
登山ノンフィクションです。

ふるさと越後が江戸で知られていないと
悟った鈴木牧之。彼の書いた「雪話」は
山東京伝の目に留まり、出版へと動き始
めるが…。名著「北越雪譜」が世に出る
までの風雪と虚々実々の江戸出版界を描
いた、本格時代小説です。

競争意識が強い人はなぜ優秀なのか。「み
んな仲良く」では人は成長できない理由
と、誰かと競うことの素晴らしき価値を、
モチベーションの専門家が 1200 人の
ライバル実態調査から解明し、「実力以
上」を引き出す方法を紹介します。

「王子」と名乗る謎の青年が銀座の街を
さまよい歩き、「僕の人魚がいなくなっ
てしまって…」と語り、SNS のトレン
ドになる。その「人魚騒動」の裏で、「人
生の節目」を迎えた 5 人の男女を待ち
受ける運命とは…。幸せな読後感です。

自然に生えてきた植物を高値になる時期
に採取・販売する「里山林業」。著者が
実際に商品にしたことがある木本や草本
の魅力、収穫の適期、作業のポイント、
天然枝物の売り方まで、まるごとわかる

「里山林業」の入門書です。

小説 一般書

綱を引く
　堂場 瞬一 著／実業之日本社

地図なき山
　角幡 唯介 著／新潮社

雪夢往来
　木内 昇 著／新潮社

人魚が逃げた
　青山 美智子 著／ PHP 研究所

ライバルはいるか？
　金間 大介 著／ダイヤモンド社

ナタ１本ではじめる「里山林業」
　津布久 隆 著／農山漁村文化協会

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

東京・蒲田の綱引きチーム「プルスター
ズ」は、全国大会優勝の実績を持つが、
高齢化や不況などで休眠状態。53 歳の
キャプテン真島は留学生ケリーとチーム
を立て直すことに…。競技綱引きの奥深
さと人間ドラマに胸が熱くなります。

図
書
室

行
こ
う
へ

▲年間貸し出しランキングコーナーに
　ぜひお越しください
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令
和
7
年
1
月
18
日
（
土
）、
甲
佐
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ホ
ー
ル
に
て
、「
令
和

6
年
度
甲
佐
町
就
学
前
人
権
教
育
部
会
第
2

回
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
保
育
園

（
所
）
職
員
な
ど
44
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
熊
本
県
立
こ
ど
も
総
合
療

育
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
の
隈
部
寛
子
さ
ん
が

「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
～
制
度
と
実
践
」
と

題
し
講
演
。
子
ど
も
基
本
法
や
児
童
福
祉
法

な
ど
、
子
ど
も
が
持
つ
ひ
と
り
の
人
間
と
し

て
の
権
利
や
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
幸
せ
に

健
や
か
に
育
つ
た
め
の
権
利
な
ど
を
詳
し
く

解
説
し
、
そ
の
法
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
子

ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
接
し
方
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
を
交
え
た
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

隈
部
さ
ん
は
、「
こ
ど
も
が
幸
せ
に
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
実
践
を
通
じ
て
権
利

擁
護
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
支
援
者

で
あ
る
あ
な
た
自
身
も
、
あ
な
た
の
仲
間
も
、

お
互
い
認
め
合
い
褒
め
合
っ
て
力
を
つ
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に
向
け
て
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。 

　

参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
的
な
内
容
を
も

と
に
経
験
を
ま
じ
え
て
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
と
て
も
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
の
職
場
で
も
実
践
し
て
み
よ

う
と
思
う
内
容
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
さ
っ

そ
く
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」、「
命
に

向
き
合
う
仕
事
な
の
で
、
子
ど
も
の
心
身
が

健
康
に
育
つ
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。  

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲子どもの権利擁護について考える参加者

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

甲
佐
町
就
学
前
人
権
教
育
部
会
第
２
回
研
修
会
を
開
催

　令和6年2月27日、熊本県文化財審議員である前川清
一先生に同行頂き、八丁区の十一面観音堂の近くにあ
る個人宅地内にある石造物群について調査しました。
その結果について2回に分けて紹介させて頂きます。
　現地はコンクリート張りの池として利用されていた
ようです。池の周りには「灯篭1基」「板碑4基」「五輪
塔の各部材 ( 風空輪4基、火輪6基、水輪1基 )」があり
ます。
　【バク種字板碑】
　岩製で地上高101cm、最大幅52cm、最大厚25cm、
下部に蓮座が施されています。上部の月輪 ( がちりん )
の中には、釈迦如来を表す「バク」の種字 ( しゅじ =
梵字 ) が刻まれています。また、板碑の中央には逆修
( 意味 : 自らの死後の冥福を祈ること ) の意味を示す文
字が見られますが、剥離のため紀年銘等と共に確認で
きませんでした。板碑の形態などから十六世紀半ばこ
ろの戦国時代の建立と推測されます。

　【卍字板碑】
　 砂 岩 製 で 地 上 高75cm、 最 大 幅41.5cm、 最 大 厚
57cm です。上部の月輪の中に「卍」が刻まれています。
また、板碑の中央には「松屋栄秀」、その右側に「永禄
十三 ( その下部は土中のため不明 )」、左側に「四月九
日」と記されています。永禄十三年は西暦1570年にあ
たることから、十六世紀後半の戦国時代の建立である
ことが分かります。

「新たに板碑を確認　その１」
文 化 財 探 訪

◀
八
丁
の
十
一
面
観
音
堂
の
近
く
に

　
建
立
さ
れ
た
石
造
物
群

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線324）

甲佐町教育委員会　北里　義友

～第126回～
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▲特産品を買い求める来場者（上）と出店した甲佐高校（下）

上
益
城
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
２
日
間
！

自
慢
の
特
産
品
な
ど
を
販
売

　

1
月
24
日
（
金
）
甲
佐
高
校
で
合
格
体

験
発
表
会
が
実
施
さ
れ
、
進
学
や
就
職
内

定
な
ど
の
進
路
が
決
定
し
た
３
年
生
の
う

ち
６
人
が
、
授
業
や
学
校
行
事
、
部
活
動

や
資
格
取
得
、
友
人
と
の
語
ら
い
と
い
っ

た
、
こ
れ
ま
で
に
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
１
、２
年
生
に
向
け
て
発
表
し

ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
３
年
生
の
実
体
験
に

基
づ
く
声
を
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
路

決
定
を
自
分
の
事
と
し
て
考
え
て
も
ら
い
、

目
標
が
決
ま
っ
て
い
る
１
、２
年
生
が
そ
の

達
成
に
向
け
て
必
要
な
学
業
成
績
、
部
活

動
、
課
外
参
加
、
上
級
資
格
取
得
な
ど
の

追
求
の
意
欲
を
持
つ
こ
と
や
、
目
標
達
成

に
向
け
て
自
ら
を
省
み
る
き
っ
か
け
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

３
年
生
は
「
学
校
生
活
で
は
悩
み
も
あ

っ
た
が
、
先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
立
ち

直
り
無
事
合
格
で
き
ま
し
た
」、「
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
参
加
し
面
接
練
習
や
Ｓ

Ｐ
Ｉ
対
策
な
ど
を
実
施
し
て
内
定
が
決
ま

り
ま
し
た
」
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
、２
年
生
か
ら
は
、
ど
ん
な
勉
強
を
し

た
の
か
、
部
活
動
と
の
両
立
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
い
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

進

路

決

定

の

た

め

の

合
格
体
験
発
表
会
を
実
施

▲進学が決定した３年生の発表の様子（上）
　３年生の発表を真剣に聴く1、2年生（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 24

Town Development
甲佐のまちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

© 2010 熊本県 くまモン

■
か
み
ま
し
き
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
５
が
開
催

　

２
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）
の
２

日
間
、
嘉
島
町
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

で
上
益
城
地
域
の
特
産
品
や
店
舗
が
軒

を
連
ね
た
販
売
会
「
か
み
ま
し
き
マ
ル

シ
ェ
２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
な
が
ら
も
都
市
圏
に
近
い
「
ち
ょ
う

ど
い
い
田
舎
・
上
益
城
」
を 

Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会
が

主
催
。
上
益
城
の
事
業
所
な
ど
が
集
う

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
飲
食
ブ
ー
ス
が
屋
内

外
に
多
数
出
店
。
マ
ル
シ
ェ
内
で
の
買

い
物
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ー

で
景
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
「
甲

佐
高
校
」
や
「
ろ
く
じ
館
」、「
一
般
社

団
法
人
パ
レ
ッ
ト
」
が
出
店
し
甲
佐
ブ

ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
の
「
ニ
ラ

み
そ
あ
ら
れ
」
や
「
に
ら
メ
ン
コ
。」
な

ど
の
商
品
が
並
び
、
来
場
者
に
町
の
魅

力
を
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
甲
佐
高
校
や
御
船
高

校
の
生
徒
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

ほ
か
、
地
域
の
伝
統
芸
能
、
上
益
城
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
と
く
ま
モ
ン
の
コ
ラ
ボ

や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
行
わ
れ
、
マ
ル

シ
ェ
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
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日 月 火 水 木 金 土
2/23

 

2/24

 
 

2/25 2/26

 

2/27

 

2/28

 

1
 甲佐高校卒業式

2
 

3
 行政区配布
（町総務課）
 法律・人権・行政相談

（町福祉課）
 

4
 

5
 
 

6
  消費生活相談
 （老人いこいの家）
 

7
 

8
 甲佐中学校卒業式

9
 

10
 

11
 １歳半・３歳児健診
（町健康推進課）

12
 
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

13
 消費生活相談
 （老人いこいの家）
 

14
 

15
 

16
 

17
 行政区配布

（町総務課）

 心配ごと相談
 （町福祉課）

18
 

19
 
 4ヶ月・７ヶ月児健診

（町健康推進課）

 認知症についての
相談会と家族の集い

（町福祉課）

20
 

21
 小学校卒業式

22
 

23
 緑川スポーツフェ   
スタｉｎこうさ2025

（町地域振興課）

24 25 26
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

27
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

28
 口座振替日
 （町税務課）

29

30
 町消防団出初式

（町総務課）

31
 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）
 

4/1

 

4/2

 行政区配布
（町総務課）

4/3

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

4/4

 

4/5

 

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R7.3 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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町からのお知らせ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
更
新
が
必
要
で
す
！ 

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書

　
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
更
新
が
必
要
な

本
人
確
認
書
類
で
す
。
更
新
を
忘
れ
る
と
、

健
康
保
険
証
と
紐
づ
け
を
し
て
い
る
人
は
、

保
険
証
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
有
効
期
限

の
３
ヶ
月
前
か
ら
手
続
き
が
可
能
で
す
の
で
、

早
め
に
更
新
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

・
作
成
時
18
歳
以
上
の
人
は
、
発
行
か
ら

　
10
回
目
の
誕
生
日

・
作
成
時
18
歳
未
満
の
人
は
、
発
行
か
ら

　
５
回
目
の
誕
生
日

▼
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

　
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
発
行
か
ら
５
回
目

　
の
誕
生
日

※
外
国
籍
の
人
で
、
在
留
期
間
の
定
め
が

な
い
人
（
永
住
者
、
特
別
永
住
者
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
は
日
本
人
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

※
外
国
籍
の
人
で
、
在
留
期
間
の
定
め
の

あ
る
人
は
、
在
留
期
間
の
満
了
日
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
に
な
り
ま
す
。
在
留
期
間
を
延
長
し

た
場
合
は
、
有
効
期
限
ま
で
に
、
有
効
期

限
を
延
長
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
は
、

カ
ー
ド
が
新
し
く
な
り
、
顔
写
真
が
必
要

で
す
。
有
効
期
限
の
３
か
月
前
か
ら
手
続

き
が
可
能
で
す
。
有
効
期
限
の
２
～
３
ヶ

月
前
を
目
途
に
、
有
効
期
限
通
知
書
が
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
よ
り
送

付
さ
れ
ま
す
。
窓
口
で
の
申
請
も
可
能
で

す
が
、
有
効
期
限
通
知
書
に
記
載
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
請
後
カ
ー
ド
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
ら
、
交
付
通
知
書
が

届
き
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
ご
確
認
の

う
え
、
役
場
窓
口
へ
受
け
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
申
請
、
更
新
に
必
要
な
も
の
な
ど
の
詳

細
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に

な
る
か
、
町
住
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
■�

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
学
生
も
20
歳
に
な
っ
た

時
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生
年

金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
人
や
、
収
入

が
増
加
し
た
こ
と
で
扶
養
か
ら
外
れ
た
配
偶

者
の
人
も
、
国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
６
９
８
０
円
（
月
額
）
で
す
。
こ
の
定
額

料
に
、
毎
月
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
プ

ラ
ス
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給
す
る

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
付
加

年
金
の
加
入
に
は
申
請
が
必
要
で
す
）。

　
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
で
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料

を
納
め
な
い
と
、
万
が
一
の
と
き
に
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

老
後
や
万
が
一
け
が
や
病
気
な
ど
で
障
が
い

が
残
っ
た
時
に
、
保
障
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
で
き
な
い
人

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
期
間
に
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

金
額
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
追
納

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

詳しくは町住民生活課までお尋ねください

学 生 は 保 険 料 納 付 の
猶 予 が 受 け ら れ ま す
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I n f o r m a t i o n

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
に
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

　
令
和
6
年
10
月
か
ら
児
童
手
当
法
の
改
正

に
よ
る
制
度
改
正
（
拡
充
）
が
行
わ
れ
、
児

童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
の
み

手
続
き
が
必
要
で
す
。
期
限
ま
で
に
手
続
き

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
申
請
が
遅
れ
た
月

分
の
児
童
手
当
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
が
必
要
な
人

①
所
得
上
限
限
度
額
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た

　
た
め
、
支
給
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
人

②
一
番
下
の
児
童
が
高
校
生
年
代
（
平
成
18

　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
生

　
ま
れ
）
の
世
帯

③
就
学
・
就
職
に
か
か
わ
ら
ず
、
養
育
し
て
い

　
る
大
学
生
年
代
（
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
が
い
る
世
帯

　
で
、
高
校
生
年
代
以
下
の
子
ど
も
と
合
計
し

　
て
３
人
以
上
子
ど
も
が
い
る
場
合

※
養
育
し
て
い
れ
ば
別
居
も
含
み
ま
す
。

▼▼
申
請
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

■
申
請
が
職
場
や
他
市
町
村
に
な
る
場
合　

　
が
あ
り
ま
す

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
先
が
異
な

　
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
（
父
母
で
令
和
５
年
中
の
所
得
が

　
高
い
方
）
が
公
務
員
の
場
合
は
、
職
場
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
甲
佐
町
在
住
の
子
ど
も
の
主
た
る
監
護
・

　
生
計
維
持
者
が
他
市
町
村
に
住
ん
で
い
る

　
場
合
、
生
計
維
持
者
の
住
民
登
録
が
あ
る

　
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
制
度
改
正
や
受
給
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

町
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

児
童
手
当
の
拡
充
に
よ
る
手
続
き
は

忘
れ
ず
に
申
請
を

■
国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
の
届
け
出

　
に
つ
い
て

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
員
に
国
民
健
康

保
険
の
資
格
異
動
（
転
入
、
転
出
、
社
会
保

険
へ
の
加
入
ま
た
は
脱
退
な
ど
）
が
あ
っ
た

場
合
、
14
日
以
内
に
町
へ
届
け
出
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
以

外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
入
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
３
～
４
月
は
、
就
職
や
退
職
な
ど
で

異
動
が
多
い
時
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
届
け
出
を
し
た
日

　
の
月
か
ら
で
は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
に

　
加
入
し
た
日
（
転
入
日
や
社
会
保
険
の
資

　
格
喪
失
日
な
ど
）
の
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
現
在
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
令
和
７
年

７
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　
令
和
６
年
度
分
ま
で
は
、
当
年
度
分
の
保

険
証
を
発
行
の
う
え
、
お
渡
し
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
令
和
６
年
12
月
２
日
よ
り
保
険
証

の
新
規
発
行
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
令
和
７
年
度
分
は
有
効
期
限
が
切
れ

る
前
に
保
険
証
に
代
わ
り
「
資
格
確
認
書
」

も
し
く
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
世

帯
主
あ
て
に
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券
の　

　
発
行
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
「
あ
ん
ま
、
は
り
、
き
ゅ

う
治
療
券
」
の
使
用
期
限
は
、
令
和
７
年
３

月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
な
お
、
令
和
７

年
度
の
治
療
券
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日

（
火
）
か
ら
発
行
し
ま
す
。

　
国
保
被
保
険
者
で
治
療
券
が
必
要
な
人
は
、

町
住
民
生
活
課
保
険
係
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」、「
資
格

　
確
認
書
」、「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の

　
い
ず
れ
か

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）

新 た に 申 請 が 必 要 な 人 は
お 早 め に

詳しくは町福祉課までお尋ねください
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お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
「
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
」
期
間
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
子
宮
頸
が
ん
予
防
）
ワ
ク
チ
ン
を
１
回

以
上
接
種
し
た
人
は
、
令
和
７
年
４
月
以

降
も
、
残
り
の
接
種
を
公
費
で
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者

　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年　

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

▼
公
費
で
の
接
種
期
間

　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

▼
そ
の
他
の
注
意
点

・
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

　
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

　
ン
を
１
回
以
上
受
け
て
い
る
人
が
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

・
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
医
療

　
機
関
に
ご
予
約
が
必
要
で
す
。

・
予
診
票
が
な
い
人
は
、
再
発
行
が
で
き

　

ま
す
。
母
子
手
帳
を
ご
確
認
の
う
え
、

　
町
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
健
康
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
手
続
き
に

つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

熊
本
県
で
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日

（
予
定
）
か
ら
盛
土
規
制
法
の
運
用
が
始

ま
り
ま
す
。

・
盛
土
等
に
よ
る
災
害
か
ら
人
命
を
守
る

　
た
め
に
、
県
全
域
を
原
則
規
制
区
域
に

　
指
定
し
ま
す
。

・
令
和
７
年
４
月
１
日
（
予
定
）
か
ら
新

　
た
に
、
規
制
区
域
内
で
、
一
定
規
模
以

　
上
の
盛
土
・
切
土
工
事
や
、
土
砂
の
仮

　
置
き
を
す
る
場
合
、
事
前
に
許
可
・
届

　
出
が
必
要
で
す
。

・
盛
土
等
が
行
わ
れ
た
土
地
の
所
有
者
等

　
は
、
そ
の
土
地
を
安
全
な
状
態
に
維
持

　
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
土
地
の
安
全

　
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
土
地
の
所
有
者
等
と
は
、
土
地
の
所
有
者
、

　
管
理
者
、
占
有
者
を
指
し
ま
す
。

▼
現
在
着
手
し
て
い
る
工
事
の
手
続
き

　
運
用
開
始
前
に
造
成
工
事
に
着
手
し
、

運
用
開
始
以
降
も
継
続
し
て
行
う
盛
土
・

切
土
工
事
や
土
砂
の
仮
置
き
は
、
令
和
７

年
４
月
１
日
（
予
定
）
か
ら
令
和
７
年
４

月
22
日
（
予
定
）
ま
で
の
間
に
、
工
事
内

容
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
県
建
築
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
４
２

　
町
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
募
集
職
種

　
道
路
維
持
管
理
作
業
員　
１
人

▼
職
務
内
容

　
町
道
な
ど
の
道
路
維
持
管
理
に
お
け
る

　
除
草
作
業
お
よ
び
軽
作
業

　
（
建
設
課
お
よ
び
庁
内
一
円
）

▼
勤
務
日
数

　
４
月
～
11
月
（
月
17
日
以
内
）

　
12
月
～
３
月
（
月
13
日
以
内
）

▼
勤
務
時
間　

　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
報
酬
・
福
利
厚
生

・
日
額　
８
５
２
８
円
（
昇
給
あ
り
）

・
基
本
報
酬
月
額　
14
万
４
９
７
６
円

　
（
月
17
日
勤
務
の
場
合
）

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

甲
佐
町
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募

集

し

ま

す

募
集
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・
賞
与
（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
）
は

　
年
２
回
支
給

※
報
酬
や
賞
与
に
つ
い
て
は
、
出
勤
日
数

　
や
勤
務
日
数
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
り
ま

　
す
。

・
通
勤
手
当
は
通
勤
距
離
に
応
じ
て
支
給

・
社
会
保
険
あ
り

・
有
給
休
暇
あ
り
（
年
10
日
）

※
有
給
休
暇
は
勤
務
日
数
や
継
続
勤
務
期

　
間
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

・
自
動
車
の
運
転
が
で
き
る
人

・
草
刈
り
機
を
使
用
で
き
る
人

・
自
家
用
車
お
よ
び
草
刈
り
機
を
所
有
す

　
る
人

・
70
歳
以
下
の
人

▼
応
募
方
法

　
町
指
定
様
式
の
履
歴
書
お
よ
び
資
格
を

　
称
す
る
免
許
証
の
写
し
を
町
建
設
課
に

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
（
内
線
１
６
２
）

令
和
７
年
度
各
種
自
衛
官
を

募

集

し

て

い

ま

す

　　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で
は
、
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
、
医
科
・
歯
科
幹
部
、

幹
部
候
補
曹
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官

候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
幹
部
候
補
生

•

大
卒
程
度

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20
歳
以
上

22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）、
修

士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28
歳
未

満
の
者
）

•

院
卒
者

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
（
修
士
課
程

修
了
者
等
（
見
込
含
））

•

歯
科
・
薬
剤
科

　
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳
以
上
30

歳
未
満
の
者
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
者
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

　
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

●
幹
部
候
補
曹

　
20
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者 

●
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生

　
４
月
４
日
（
金
）
ま
で

●
医
科
・
歯
科
幹
部

　
５
月
22
日
（
木
）
ま
で

●
幹
部
候
補
曹

　
４
月
4
日
（
金
）
ま
で

●
一
般
曹
候
補
生

　
５
月
７
日
（
水
）
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
随
時

▼
試
験
日

●
幹
部
候
補
生

・
大
卒
程
度
・
院
卒
者

　
１
次
試
験
：
４
月
12
日
・
13
日

　
２
次
試
験
：
6
月
1
日
～
7
日

・
歯
科
・
薬
剤
科

　
１
次
試
験
：
４
月
12
日

　
２
次
試
験
：
6
月
1
日
～
7
日

●
医
科
・
歯
科
幹
部

　
６
月
20
日

●
幹
部
候
補
曽

　
１
次
試
験
：
４
月
12
日

　
２
次
試
験
：
6
月
1
日
～
7
日

●
一
般
曹
候
補
生

　
１
次
試
験
：
５
月
17
日
～
25
日
の
う
ち

　
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

　
２
次
試
験
：
６
月
14
日
～
29
日
の
う
ち

　
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

●
自
衛
官
候
補
生

　

受
付
時
ま
た
は
自
衛
隊
協
力
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
募
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
自
衛
隊
熊

本
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
宇
城
募
集
案
内
所

　
☎
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

くらしの情報

町税などの滞納処分（1月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ４件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 49,550円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
1月 年累計

人 身 事 故 １ 1

物 損 事 故 13 13

盗 難 な ど 0 0

1月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 4 +1

原 野 14 ＋2

そ の 他 14 +2

合 計 件 数 32 ＋5
2月15日現在

fire prevention
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熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
不
動

産
賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
会
と
し

て
、「
司
法
書
士
に
よ
る
不
動
産
の
賃
貸

借
ト
ラ
ブ
ル
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

相
談
会
場
に
来
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
電

話
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
が
敷
金
が
返

還
さ
れ
な
い
」、「
原
状
回
復
費
用
と
し
て

高
額
な
お
金
を
請
求
さ
れ
て
い
る
」、「
不

動
産
を
賃
貸
し
て
い
る
が
借
主
が
賃
料
を

支
払
わ
な
い
、出
て
行
っ
て
も
く
れ
な
い
」

な
ど
の
お
悩
み
に
司
法
書
士
が
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
３
月
29
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
ま
で

※
面
談
、
電
話
に
て
相
談
を
受
け
付
け
ま

　
す
。
面
談
は
予
約
優
先
、
電
話
は
予
約

　
不
要
で
す
。

▼
開
催
場
所

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
（
熊
本
市
中
央

　
区
大
江
四
丁
目
４
番
34
号
）

▼
相
談
料

　
無
料

▼
相
談
電
話
番
号

　
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
。

▼
相
談
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士　
上
嶋　
奬

　
☎
０
９
６
８
‐
６
９
‐
０
１
８
０

　　
熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路
で

の
清
掃
や
除
草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
人
や
団

体
を
問
わ
ず
申
し
込
み
可
能
で
、
ゴ
ミ
袋

や
軍
手
な
ど
の
支
給
、
清
掃
用
具
の
貸
し

出
し
、
保
険
の
加
入
補
助
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

　
ペ
ッ
ト
を
飼
お
う
と
思
っ
た
と
き
、
保

健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
護
犬

や
保
護
猫
を
迎
え
入
れ
る
と
い
う
選
択
肢

が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
、
譲
渡
対
象
と
な

る
犬
や
猫
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
最
後
ま
で
大
切
に
飼
育
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
譲
渡
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
熊
本
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本

　
☎
０
９
６
４
‐
２
７
‐
８
１
１
５

　
御
船
保
健
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　　
柔
軟
剤
な
ど
の
香
り
で
頭
痛
や
吐
き
気

が
す
る
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。
自
分

に
と
っ
て
快
適
な
香
り
が
、
必
ず
し
も
他

の
人
に
も
快
適
に
感
じ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
香
り
の
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
誰
も
が
、
つ
ら
い
思
い
を
し
な
い
・

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
香
水
を
つ
け
る
部

分
や
量
に
気
を
付
け
る
、
合
成
香
料
を
含

ん
だ
製
品
を
使
用
す
る
際
は
使
用
量
を
守

る
な
ど
、
周
り
の
方
へ
の
十
分
な
配
慮
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

　
農
産
物
を
生
産
・
出
荷
さ
れ
る
人
が
使

用
し
た
農
薬
空
容
器
は
、
野
焼
き
や
不
法

投
棄
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
空
容
器
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
排
出

者
で
あ
る
農
業
者
自
ら
が
適
切
に
処
理
す

る
か
、
専
門
の
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
分

を
委
託
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
空
容
器
の
処

分
に
あ
た
っ
て
は
、
容
器
内
に
残
っ
た
農

薬
も
適
切
に
処
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
購
入
店
ま
た
は
熊
本
県
農
業

技
術
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

　　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
に
よ
り
、
歩
行
者
自
動
車
な
ど
に
損
害

が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
沿

い
で
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
人
は
点
検
を

実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

くらしの情報

不
動
産
の
賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

新
し
い
家
族
を
待
っ
て
い
ま
す
！

お
知
ら
せ

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協

定

団

体

を

募

集

香
害
に
つ
い
て
ご
理
解
を

お

願

い

し

ま

す

農
薬
の
空
容
器
は
適
正
に

処

理

し

ま

し

ょ

う
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道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路
に
お
け

る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路
異
状
を
発

見
し
た
場
合
の
通
報
窓
口
で
す
。
こ
の
ダ

イ
ヤ
ル
に
通
報
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

速
や
か
に
応
急
処
置
等
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
道
路
の
異
状
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

道
路
異
状
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
＃
９
９
１
０
に
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

　
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
時
は
、
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
と
こ
ろ
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
お
住
ま
い
の
管
轄
の
保
健
所

・
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
所
に
近
い
保
健

　
所

・
最
寄
り
の
警
察
署

　
ま
た
、
熊
本
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
保
護
さ
れ
た
迷
子
の
犬
や
猫
の

情
報
を
検
索
で
き
る
ほ
か
、
飼
い
主
が
登

録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ズ
熊
本

　
☎
０
９
６
４
‐
２
７
‐
８
１
１
５

　
今
年
度
に
入
り
、
多
重
債
務
に
関
す
る

相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
生
活
苦
に
よ

る
借
金
の
ほ
か
、
投
資
や
副
業
に
必
要
な

資
金
調
達
の
た
め
多
重
債
務
に
陥
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

お
悩
み
の
際
は
、
多
重
債
務
の
方
の
生
活

再
生
の
お
手
伝
い
を
す
る
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
活
再
生
相
談
室
（
県
委
託
事
業
）
ま

た
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

　
☎
０
９
６
‐
２
４
３
‐
２
１
０
０

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、
平
成
30
年
度

に
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
令
和
２
年

10
月
以
降
、
熊
本
県
内
で
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
病
気
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
感
染

す
る
と
、
地
表
部
か
ら
茎
の
変
色
や
、
い

も
の
腐
敗
な
ど
が
起
き
、
ひ
ど
い
場
合
、

株
が
枯
死
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
サ
ツ
マ
イ

モ
は
定
植
時
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
病
気

を
防
ぐ
た
め
に
、
健
全
な
種
い
も
・
苗
を

登
録
薬
剤
へ
浸
漬
消
毒
し
て
使
用
す
る
と

と
も
に
、
ほ
場
の
土
壌
消
毒
と
植
え
付
け

前
の
排
水
対
策
等
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
発
生
し
た
場
合
は
、
病
気
が
広
が

る
前
に
発
病
し
た
株
を
ほ
場
の
外
に
出
し
、

腐
熟
さ
せ
ま
す
。
加
え
て
、
ほ
場
内
の
発

生
箇
所
に
登
録
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
病
害
虫
防
除
所

　
☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
４
９
０

　
県
農
業
普
及
・
振
興
課

　
☎
０
９
６
９
‐
２
２
‐
４
２
５
６

　　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
犯

罪
や
薬
物
に
誘
う
内
容
や
、
著
し
い
残
虐
、

わ
い
せ
つ
な
内
容
の
有
害
情
報
と
の
接
触

に
よ
り
生
じ
る
リ
ス
ク
を
保
護
者
が
正
し

く
認
識
し
た
上
で
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
適
切
な
設
定
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
子
ど
も
た
ち
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
教
え
る
こ

と
や
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
作

り
、
子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
接
続
す
る
サ
イ
ト
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド　

　
す
る
ア
プ
リ
は
保
護
者
に
確
認
す
る

・
個
人
を
特
定
さ
れ
る
情
報
を
書
き
込

　
ま
な
い

・
知
ら
な
い
人
と
の
電
話
や
メ
ー
ル
、

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
を
し
な
い

・
友
達
に
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や

　
り
と
り
を
強
要
し
な
い

・
他
人
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
勝
手

　
に
使
わ
な
い

・
利
用
す
る
場
所
や
時
間
を
決
め
る

・
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
必
ず
保
護
者

　
に
相
談
す
る

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
で
な
く
、

ゲ
ー
ム
機
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
子
供
に
貸

す
こ
と
が
あ
る
大
人
用
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
お
さ
が
り
の
機
器
な
ど
に
も

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ 

を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

多
重
債
務
に
お
悩
み
の
人
は

生
活
再
生
相
談
室
に
ご
相
談
を

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
れ
病
の

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

く
ら
し
安
全

ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら

子

ど

も

を

守

ろ

う

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

（
＃
９
９
１
０
）
通
報
の
お
願
い
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［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

こ
だ
わ
っ
て

　
文
化
財
に
は
も
う
住
め
ん�

広
田
み
ど
り

こ
だ
わ
っ
て

　
高
い
ヒ
ー
ル
で
け
ま
つ
る
る�

下
山　
千
恵

こ
だ
わ
っ
て

　

発
芽
玄
米
食
べ
て
ま
す�

志
垣　
　
光

こ
だ
わ
っ
て

　
作
っ
た
料
理
誉
め
ら
る
る�

平
井
や
よ
い

こ
だ
わ
っ
て

　
今
だ
ガ
ラ
ケ
ー
手
放
せ
ず�

光
永　
　
六

こ
だ
わ
っ
て

　
袋
を
け
ち
り
卵
割
る�

井
元
あ
ざ
み

こ
だ
わ
っ
て

　
大
豆
も
植
え
て
味
噌
作
り�

日
高　
美
里

こ
だ
わ
っ
て

　
今
日
も
ネ
ク
タ
イ
色
を
替
え�

上
田　
梅
清

こ
だ
わ
っ
て

　
帯
も
着
物
も
紡
ぎ
糸�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

塚
原
暁
益 

選

名
も
知
ら
ぬ
小
さ
き
花
々
寄
せ
植
え
に

朝
夕
手
を
添
え
癒
さ
れ
て
を
り�

池
田
キ
ヨ
子

豆
乳
は
キ
ラ
リ
ま
ば
ゆ
く
輝
い
て

豆
腐
屋
の
朝
エ
プ
ロ
ン
白
し�

岡
部　
律
子

痛
ま
し
き
ニ
ュ
ー
ス
続
く
年
明
け
に

安
ら
ぐ
番
組
「
わ
ん
こ
」
と
「
子
猫
」�

赤
星　
延
子

探
し
物
出
て
こ
ぬ
名
前
物
忘
れ

老
人
力
は
遠
慮
を
知
ら
ぬ�
緒
方　
明
美

生
々
し
い
地
盤
沈
下
の
瞬
間
を

写
す
テ
レ
ビ
に
胸
痛
み
見
る�

吉
永
由
紀
子

吾
が
庭
は
手
入
れ
の
跡
も
み
え
ね
ど
も

季
節
き
た
れ
ば
花
咲
き
そ
ろ
う�

内
田
乃
武
子

わ
が
校
区
夢
限
り
な
く
打
ち
鳴
ら
す

太
鼓
の
音
に
四
季
の
花
舞
う�

前
田
多
恵
子

年
明
け
で
孫
達
来
れ
ば
賑
や
か
で

め
で
た
い
話
で
首
が
廻
ら
ぬ�

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～弥生～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①下処理したピーマンと玉ネギは５~ ６㍉幅に

切り揃えます。
②ロースハムは縦4等分に切ります。
③フライパンにサラダ油を熱し①②の順にサッ

と強火で炒めます。
④③に水・トマトジュース・ケチャップ・コン

ソメを入れひと混ぜしたらスパゲティを半分
に折り加えます。

⑤サッと汁に馴染ませたら蓋をします。時々混
ぜながら汁気を飛ばしたら出来上がりです。

　好みで目玉焼きを乗せたり、粉チーズを振り
かけるのもいいですね。

フライパンだけでナポリタン

　
早
い
も
の
で
、
も
う
年
度
末
の
３

月
と
な
り
、
菜
の
花
の
黄
色
を
あ
ち

こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
卒
業
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

４
月
か
ら
の
新
生
活
に
向
け
て
準
備

さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
の
特
集
で
は
町
消
防
団
の
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
取
材

を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
消
防

団
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
っ
て
、
普

段
、
自
分
が
何
気
な
く
過
ご
し
て
い

る
こ
の
町
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
と
、「
自
分
た
ち
で
地

域
を
守
る
」
と
い
う
強
い
責
任
感
を

持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
３
月
30
日
（
日
）
に
は
消

防
団
の
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
消
防
団
の
凛
々
し
い
姿
を
、
ぜ
ひ

一
度
見
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
）

　本来ならピーマンは夏野菜なのですが、宮崎県などのハウス栽培のおかげで、
１年中お店に並んでいます。いろんな料理の彩や栄養面からみて、特に「ナポ
リタン」にピーマンはかかせませんね。ただ、子供が苦手な野菜トップ10で、
ピーマンは上位を占めています。理由は「苦い！」です。その悩みですが、縦
の繊維に沿って千切りすると歯ごたえが出て苦みがやわらぐってご存じでした
か？多くのビタミンを含むピーマンです。切り方をヒントにしてみましょう。

【材料】（1～2人分）
スパゲティ…100㌘（乾麺）
玉ねぎ………………1/2個
ピーマン……………1～2個
ロースハム……３枚（好みで）
サラダ油……………大さじ1
合わせ調味液
水………………………300㏄
トマトジュース………100㏄
ケチャップ…………大さじ4
コンソメ顆粒………小さじ1/2
塩コショウ……………少々

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
1月11日（土）～2月10日（月）届出

ふるさと甲佐応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・忽那　明彦様　　福岡県
・倉部　輝久様　　愛知県
・日紫喜公一様　　東京都
・大垣　公伸様　　千葉県
・近藤　一孝様　　香川県
　　　　　　　　ほか多数
■お問い合わせ
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
横　田 上野　実

み わ
和 女 大　輔

麻生原 家入　澄
す い

衣 女 光　輝
麻生原 渡邉　橙

と う ま
磨 男 千　晴

早　川 山田　愛
え ま

茉 女 貴　博
ほか２人　

「広報こうさ」アンケート
実施中！ご協力をお願い
します▶

今月の婚姻夫婦　３組

住　所 氏　名 年齢 世帯主
吉　田 下坂　一則 70 さなえ
船　津 日隈　俊郎 96 綾　子
糸　田 井芹　末義 89 美　雪
下横田 池田　義行 98 健　吾
中横田 内田ハツエ 104 ハツエ
西寒野 福田　紀男 84 久美子
下横田 林　ミツル 100 政　信

ほか7人　
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昨
年
の
９
月
か
ら
、
甲
佐
町
の

小
中
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
を
務
め
る
ジ
ョ
ナ
ス
・

ア
グ
タ
ヤ
さ
ん
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
出

身
で
、
学
生
時
代
に
は
化
学
工
学

を
学
び
、
２
０
１
７
年
に
熊
本
大

学
で
産
業
創
造
工
学
の
博
士
号
を

取
得
す
る
た
め
に
来
日
。
バ
イ
オ

マ
ス
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
薬
品
を

生
み
出
す
研
究
に
携
っ
て
き
た
。

大
学
卒
業
後
は
専
門
学
校
の
日
本

語
科
に
通
い
な
が
ら
、
熊
本
大
学

で
技
術
員
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
、
専
門
学
校
卒
業
後
は
同
大
学

で
半
導
体
に
関
す
る
研
究
員
と
し

て
勤
務
。

　
「
熊
本
大
学
で
の
勤
務
が
昨
年

８
月
で
終
了
し
た
の
で
す
が
、
大

好
き
な
熊
本
を
離
れ
た
く
な
か
っ

た
た
め
、
現
在
在
籍
し
て
い
る
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
派
遣
会
社
に
登
録
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

　

熊
本
大
学
で
の
勤
務
期
間
中

に
、
市
内
の
学
習
塾
で
小
学
校
低

学
年
の
児
童
を
対
象
に
英
語
を
教

え
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
経
験
が

き
っ
か
け
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
の
道

を
選
ん
だ
ジ
ョ
ナ
ス
さ
ん
。

　
現
在
、
午
前
中
は
中
学
校
、
午

後
は
町
内
の
４
つ
の
小
学
校
を
巡

り
、
５
年
生
と
６
年
生
の
ク
ラ
ス

を
受
け
持
っ
て
い
る
。
バ
ス
に
乗

っ
て
通
勤
す
る
の
が
初
め
て
で
、

通
勤
や
移
動
時
に
見
る
甲
佐
町
の

川
沿
い
の
風
景
を
楽
し
ん
で
い
る

そ
う
だ
。

　
ジ
ョ
ナ
ス
さ
ん
は
甲
佐
町
の
小

中
学
生
に
英
語
を
学
ぶ
大
切
さ
を

伝
え
た
い
と
話
す
。「
英
語
を
話

せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
世
界
が
大

き
く
広
が
り
、
新
た
な
挑
戦
の
選

択
肢
が
増
え
ま
す
。
実
際
、
私
が

い
た
熊
本
大
学
で
は
、
国
際
的
な

学
会
な
ど
に
参
加
す
る
た
め
、
英

語
の
資
格
が
必
須
で
し
た
。
私
自

身
も
幼
い
頃
か
ら
英
語
に
触
れ
て

き
た
こ
と
で
、
日
本
へ
来
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
甲
佐
町
の
子
ど

も
た
ち
に
も
、
将
来
の
チ
ャ
ン
ス

を
広
げ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
英
語
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」

　
ど
の
よ
う
に
学
習
す
れ
ば
英
語

へ
の
興
味
や
理
解
力
が
高
ま
る
の

か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
家
庭
で
は
、
英
語
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
語
を
混
え
て
話
す
環
境
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
幼
い
頃

か
ら
英
語
が
話
せ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ア
ニ
メ
を
英
語
で
観
る
こ
と

で
、
徐
々
に
言
葉
を
覚
え
て
い
き

ま
し
た
。
最
初
は
意
味
が
分
か
ら

な
く
て
も
、
繰
り
返
し
観
る
う
ち

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
分

か
ら
な
い
単
語
は
親
に
聞
く
な
ど

し
て
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。
子
ど

も
向
け
の
海
外
ア
ニ
メ
は
、
使
わ

れ
る
言
葉
が
簡
単
で
学
び
や
す
い

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ

さ
い
」
と
楽
し
み
な
が
ら
学
習
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
ジ
ョ
ナ
ス
さ

ん
は
語
る
。

　
「
普
段
か
ら
英
語
が
身
近
に
あ

る
環
境
を
つ
く
る
事
が
大
事
で
あ

り
、
ア
ニ
メ
な
ら
苦
手
意
識
も
少

な
く
英
語
が
楽
し
め
る
」
と
ジ
ョ

ナ
ス
さ
ん
。

　
「
甲
佐
町
の
子
ど
も
た
ち
が
英

語
を
身
近
に
感
じ
、
将
来
の
可
能

性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
」
そ
ん

な
思
い
を
胸
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
動

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
う
ジ
ョ
ナ
ス
さ
ん
は
英
語
か
ら

広
が
る
世
界
と
未
来
を
指
差
す
。

英
語
を
学
ぶ
こ
と
で
広
が
る
世
界

〜
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
の
想
い
〜

Kosa
Style
こうさ スタイル

趣味はランニングで、週に3〜
4日は早朝から8キロ程走って
いるそう。熊本城マラソンにも
参加するほどのランナー。
熊本の印象は、自然も多く田舎
と都市の中間のようで住みやす
く、便利がよいところが大好き
とのこと。

〔ALT　外国語指導助手〕

広
報
こ
う
さ

2025
M

arch
N

o.668

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FAX　

096-234-3964
URL　

https://w
w

w.tow
n.kosa.lg.jp/

ジョナス　アグタヤさん
Jonas　Agutaya
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